
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ネット依存』 

スマホの普及を背景に青少年の心と体をむしばんでいく 

依存症の実態！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

令和 元年 

７月号：1８６号 

「 地 域 の 子 

声かけ合って  見守って 」 

流山市青少年指導センターだより 
流山市教育委員会生涯学習部生涯学習課 

青少年指導センター 

〒270-0153  流山市中 110 番地 

流山市生涯学習センター内 

TEL 04-7159-5400  FAX 04-7159-9887 

 ６月２６日（水）、流山市青少年補導員の研修の一つである「全体研 

修会」が開催されました。今年は久里浜医療センターの心理療法士であ 

る、北湯口 孝様をお招きして、「青少年のネット依存の現状と予防」 

という演題で講演を行っていただきました。平成３０年６月１９日の新 

聞の記事に、「世界保健機関（ＷＨＯ）がオンラインゲームやテレビゲ 

ームのやり過ぎで日常生活が困難になる『ゲーム障害』を新たな疾病と 

して認定、依存症の一つとして《国際疾病分類最新版》に加えた」とい 

う記事が載っていました。今やネット依存は世界中で大きな問題となっ 

ています。そのようなこともあり、日々子ども達に声かけを行っている 

補導員の方々に現在の子どもの問題点に触れてもらうことを目的に講演 

会を行いました。 

 北湯口先生のユーモアを交えながらの話は楽しく聞かせていただきま 

したが、そんな中でも「すでにネット依存にかかっている青少年は９３ 

万人、その予備軍が１６０万人いるのが現状」。また、「インターネット 

に触れる年齢が早ければ早いほど依存症になりやすい。」などの話を聞 

くと、自分の子どもや孫の姿を思い起こし、ドッキっとしている方も多 

かったようです。特に、オンラインゲームではゲームに終わりがなく、 

自分一人が抜けられないことや、現実の人間関係はうまくいかないが、 

ゲームの中だと現実よりも自分を肯定的に見せられる。など、そこから 

抜けられない要素がたくさん詰まっているところに、恐ろしさを感じま 

した。 

 先生の話の中で特に印象に残ったことは「ネット依存の治療をしていく中で重要なことは、子どもとつな

がりをもつこと」という言葉でした。今の子ども達、そしてこれから生まれてくる子ども達は、生まれた時

からすでにインターネットが存在しています。依存症になるような使い方をしないようにするためにも、

我々大人は、子どもの様子をよく見て、声をかけ、変化に気づく目をもっていかなければいけないと、つく

づく考えさせられました。 

  

 今年度の第２回学校警察連絡協議会が、７月１２日（金）に開催され、 

各校生徒指導の先生方に加え、各支部の補導員８名、そして警察官９名に 

参加して頂き、市内９地区に分かれての情報交換会が行われ、どの地区も 

熱心な話し合いが進められました。 

情報交換では、学校で落ち着いた生活を送っている子ども達の様子が話 

されていましたが、問題点として多く上がっていたのは、登下校での自転 

車の乗り方や放課後の過ごし方、ＳＮＳでのトラブルに関すること、小学生では金銭に関わるトラブル

（お金の貸し借り等）などが上がっていました。また、子どもが交通事故の被害に遭っていることも報

告されていました。夏休みを目の前にして先生方が児童、生徒に指導する上で非常に重要な話がたくさ

んされていました。会に出席されていた生活安全課の野上課長からは、「警察官も今回の情報交換会に参

加できて良い経験になった」というお話をいただき、それぞれの立場で有意義な時間であり、これから

も大切にしていかなければならない会だと感じました。お忙しい中参加して頂いた、警察官・補導員の

方々に感謝します。 



元 年 6 月の補導活動の状況（統計資料）

（１）補導活動実施回数・補導従事者数等 単位：回、人

9 5 0 14 31 17 48 9
7 5 3 15 24 16 40 13
4 1 5 11 11 6
7 7 1 0 15 27 31 8

27 17 1 4 49 64 36

※特別パトは、職員のみで状況に応じて行うパトロール。
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実施区分
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間
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19

合　計特別パト
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午　前
午　後

高　校

薄　暮

対 象 者 別　
 　学　　　職　　　別　　　対　　　象　　　者

 児　童　・　生　徒　・　学　生

※街頭パトは、職員・補導員・教員によるパトロール。 支部パトは、補導員のみパトロール。

※納涼祭パトは、職員・補導員・教員・PTAによるパトロール。⇒納涼祭パトロールの数は、参加者合計人数(センター職員も含む)

専門校

夜　間

単位：件

合  計

212

※夜遊び・・・夜間パトロール・納涼祭等パトロールにおいて、正当な理由なく外で遊んでいる青少年への声かけ。

合 計 93 176

※納涼祭パトロールは、6.7.8月に実施。
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（２）６月の補導件数(行為・対象者別)
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中学校

令和元年度 青少年指導センターに寄せられた情報　【　６月　】

刑罰法令に触れる

　行　為　別
小学校

自転車無灯火

自転車並列走行

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為

怠 学
不良交友・不純異性交遊

不 健 全 娯 楽

夜 遊 び
危 険 行 為

喫 煙 ・ 飲 酒

男 女 計
合 計

【相談電話専用】 04-7158-7830 もしくは 04-7158-7833
※ 月～金曜日、第３土曜日 ９：３０ ～ １６：３０ （第３水曜日を除く）

夏の交通安全運動 実施期間：令和元年７月１０日（水）～７月１９日（金）

スローガン

「歩行者を 守る気づかい 思いやり」

７月３日現在千葉県の交通事故による本年度の死者数は７１人で、全国ワースト１位となっています。

子ども達は、夏休みも間近となるこの時期は解放感などからつい気が緩んでしまったりなど、事故につ

ながるような場面がでてくる可能性があります。また、夏休みに入れば、行楽地へ向かう車が増えるこ

とが考えられます。せっかくの夏休みが悲しいものになってしまわないように、十分注意しましょう。先

生方や保護者の皆様は子ども達への注意喚起をよろしくお願いします。

《センターへ寄せられた情報（６月 計６件）》

露出（２件） 声かけ（１件） つきまとい（１件） 変質行為（１件） 痴漢（１


